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挿絵　～物語を彩るイメージの世界～
すっかり恒例となった“鴨川市・早稲田大学交
流事業”の一環としての図書館企画展示も今年
（2 0 0 1年度）で 5 回目を迎えた。今回はかねてか
らの予定どおり、 5 月のオール早稲田文化週間の
折に開催し、好評を博した「挿絵～物語を彩るイ
メージの世界～」を1 0月2 7日（土）～1 1月 4 日（日）
にわたって鴨川市立図書館集会室で開催した。
展示内容等については展示部会の前回報告中の
「挿絵展」の項を参照されたいが、最終的には入場
者も6 8 8人を数え、天候に恵まれなかったわりに
は、例年並の入場者を得られたことは、やはりこ
こでも内容の目新しさが好評であったと言えよう。
会期中の後半の土日（1 1月 3、 4 日）には、これも
例年どおり早稲田から資料解説者（藤原）が赴き、
来場者に簡単な資料解説を行った。 5 回目ともな
るとすっかり常連の人たちもおり、今回もこの 2
日だけで 2 5 0人以上が会場に足を運んでくれた。
その方たちの期待に展示内容、解説ともにどれだ
け応えられたかわからないが、なんともありがた
いことである。
なお、鴨川での展示は、展示ケースの問題（壁
面のケースがない、平置のものも少ない）もあっ
て展示できる資料が限られること、 5 回行ったこ
とによりある程度の成果が得られたこと、さらに
は遠隔授業やユニラブといったその他の学内諸機
関が開催する交流事業の充実などから今回でひと
まず終了とし、今後は図書館だけでなく、會津記
念博物館、演劇博物館主催による各館所蔵資料の
展示の可能性も含め検討課題とした。お世話にな
った鴨川市立図書館、鴨川市企画振興課のみなさ
んに改めて感謝の意を表したい。 （藤原秀之）
漂流　～異界を見た人々～
2 0 0 1年1 2月1 2日（水）から2 0 0 2年 1 月2 6日（土）
まで、中央図書館 2階展示室において標記の展覧
会を開催した。
今回のテーマは「漂流」。鎖国下にあった江戸時
代に、船が難破してロシアへ漂着した大黒屋光太
夫をはじめとして、心ならずも異国へ漂流した
人々、あるいは逆に日本に流れついた異国の人々
についての資料を約50点展示した。
おもな展示品は、光太夫のロシア漂流に関する
資料『北槎聞略付図』『漂民御覧之記』や、アメリ
カに漂着して新知識を身につけたジョン万次郎に
関する資料『漂客談奇』など。
さまざまな漂流事件をとりあげたので、流れが
わかりやすいように、オランダ船リーフデ号の漂
着した 1 6 0 0年から日米修好通商条約に調印した
1 8 5 8年までの関連事項をピックアップした「漂流
年表」を作成して参考資料とした。
観覧者の感想をみるとたいへん好評で、「当時の
人たちの世界観が垣間見られて面白かった」「 1
つのテーマで多ジャンルの展示品を集められる展
覧会はおもしろい」「当時の世界地図が興味深かっ
た」など多くの感想が寄せられた。
蘭学資料など今まで何度も展示してきているお
なじみのものも出しているが、「漂流」というテー
マで切り口をかえて展示すると、また見方がかわ
っておもしろいものになったと思う。
会場に置いたポスターと展示目録（1 , 0 0 0部）は
ほぼなくなった。
また今回は「タイトルにひかれて入った」とい
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う意見が多数みられ、ポスターのデザインやタイ
トルネーミングが重要であることがよくわかった。
（大坪ゆき）
生誕150周年記念　小野梓展
小野梓（1 8 5 2～8 6）の名は、東京専門学校創立
の功労者として、早稲田大学の関係者はみんな知
っている。しかし早稲田の外での知名度となると、
いささか弱い。3 3歳1 0か月という若さで他界した
こともあるであろう。小野の生誕1 5 0年をにらん
で１年以上前からはじめた大学における企画会議
の席上では、もっと小野梓という人を一般に知っ
てもらうため、彼を主人公とする映画やテレビド
ラマの制作をはたらきかけるなどの案も出された
が、実現には至らなかった。やはり知名度という
点では福澤諭吉などに遠く及ばない。
小野先生の遺徳を顕彰する大学の公式記念事業
のなかで、大きな比重を占める記念展覧会の実務
を図書館が担当したのは、まあ当然のなりゆきで
あった。小野梓の関係資料の大半は図書館にある。
もっとも明治1 4年政変や立憲改進党結成、東京専
門学校創立といった激動の時代を生きた小野自筆
の日記『留客斎日記』や、小野畢生の主著『国憲
汎論』の原稿など主要な資料はじつは国会図書館
にある。小野がはじめた書店「東洋館」を実質的
に継承した冨山房の坂本嘉治馬の子孫から国会の
憲政史料室へ寄託されたものだ。
国会図書館からの借用資料も含めて、會津八一
記念博物館一階展示室に、小野梓の生涯を追う形
で約8 0点の資料をならべた。あらたに小野先生の
ご遺族から寄贈された小野所用の印が花を添えた。
立派な図録も編纂刊行され、 3 月1 0日、新暦での
小野梓の生誕の日にオープニングセレモニーが行
われた。あいさつに立った奥島総長は「早稲田大
学は小野梓先生の精神をうけつぐ梓立（しりつ）
大学である」との言葉を力強く述べた。
会期は 4 月2 5日まで、盛況であった。その後、
図書館 4 階ラウンジで、「オール早稲田文化週間」
の期間中もう一度展示を行った。 （松下眞也）
描かれた生きものたち　～館蔵資料に見る動植物
図譜～
卒業式、入学式を含んだ 3 月2 0日（水）から 5
月 2日（木）にかけて、中央図書館展示室において
図書館で所蔵するさまざまな資料に描きあらわさ
れた動物や植物を紹介する展覧会を開催した。
江戸時代に日本へもたらされた動物図譜として
有名な『ヨンストン動物図説』、オランダの植物学
者ドドネウスの『草木誌』の模写図をはじめ、主
に江戸時代の資料に表現された動植物画を会場い
っぱいに並べ、大変賑やかな印象を残す展示とな
った。「花鳥風月」という言葉を想い起こさせる優
美な色合いの花鳥画も出品されたが、そのほかに
両生類や爬虫類、昆虫、魚類の精密な描写図もあ
り、グロテスクとひとことで捨てきれない興味深
い雰囲気と細密で卓抜な筆致を感じさせる絵画も
数多く展示された。また江戸期、漂流民からの聞
き取り調査をもとに著わされた『環海異聞』には、
ロシアの風俗・言語・技術などの記載とともに、
当時の珍しい生きものの様子が描かれている。こ
れらの動物の形体も聞き描きであるために、滑稽
であったり不気味な文様が施されていたりして、
けっして科学的な正確さはないのだが、絵として
のおもしろさは抜群である。
展覧会場に置かれた「ノート」へ学生が率直な
意見や感想を書きこんでいた。その中には、多種
多様な動植物の絵画、挿画のある書物などを図書
館が多く所蔵していることに対する驚きや賞賛の
声が少なからず認められた。
本展は研究者や専門家向けというよりも学部学
生に馴染みやすい展覧会であったといえよう。一
般学生の知的興味を刺激し研鑽を積む「きっかけ」
を与える企画も必要である。 （岩佐直人）
「描かれた生きものたち」展
